
六
月
四
日
に
箕
曲
小

学
校
校
庭
の
桃
の
実
に

直
射
日
光
を
避
け
、
害

虫
か
ら
守
る
た
め
に
、

６
年
生
が
袋
掛
け
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

箕
曲
小
の
桃
の
木
は

二
十
年
ほ
ど
前
に
、
子

ど
も
達
に
地
域
の
歴
史

を
知
り
、
郷
土
愛
を
育

ん
で
も
ら
お
う
と
地
域

の
桃
農
家
さ
ん
よ
り
苗

を
頂
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
植

樹
さ
れ
た
も
の
で
す
。

壮
年
期
で
た
く
さ
ん
果

が
実
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
箕
曲
地
域

は
桃
を
栽
培
す
る
農
家

が
多
く
、
箕
曲
小
学
校

の
周
辺
は
桃
畑
だ
っ
た

そ
う
で
、
校
歌
に
も

「
桃
の
ほ
ほ
え
む

花

の
園
♪
」
と
歌
わ
れ
て

い
ま
す
。

当
日
は
日
頃
か
ら
桃

の
お
世
話
を
し
て
く
れ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
か
ら
桃
の
木
の
歴

史
や
地
域
の
方
々
の
思

い
、
ま
た
桃
が
実
を
つ

け
る
ま
で
の
生
育
の
様

子
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
作

業
な
の
で
、
三
班
に
分

か
れ
丁
寧
に
行
い
ま
し

た
。
七
月
中
旬
に
収
穫

も
六
年
生
が
行
う
予
定

で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
「
今
こ

そ
助
け
合
い
」
を
合
言

葉
に
、
地
域
の
有
志
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
マ

ス
ク
作
り
の
第
二
弾
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

暑
さ
が
増
し
、
マ
ス

ク
の
着
用
が
煩
わ
し
い

毎
日
な
の
で
、
未
使
用

の
浴
衣
生
地
で
子
ど
も

用
の
マ
ス
ク
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
今
年
は

プ
ー
ル
水
泳
も
な
く
、

夏
休
み
も
短
い
子
ど
も

達
な
の
で
、
少
し
で
も

快
適
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
で
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
、
地
域

づ
く
り
委
員
会
の
行
事

や
事
業
活
動
に
取
り
組

み
に
く
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
自
粛
緩
和
に
伴

い
、
新
し
い
生
活
様
式

を
守
り
、
感
染
対
策
を

お
こ
な
い
、
先
日
、
子

ど
も
育
成
部
会
と
健
康

福
祉
部
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
活
動

計
画
を
も
と
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

安
全
に
実
施
し
て
い
く

に
は
ど
の
よ
う
な
手
法

が
必
要
か
検
討
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
、

内
容
や
日
程
の
変
更
、

延
期
、
中
止
と
な
る
こ

と
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
み
の
わ
通
信

や
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ

り
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
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校
庭
の
桃
の
木
に
「
袋
か
け
」

～
桃
の
ほ
ほ
え
む

花
の
園
♪

緑の封筒は届いていますか？

今年度の箕曲市民センターでの

◇特定健診・後期高齢者健診◇は

１１月１１日（水）の予定です。

詳細は改めて案内いたします。

今
こ
そ
助
け
合
い

～
夏
用
マ
ス
ク

各
部
会
が
動
き
出
し
ま
し
た
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ



私
た
ち
の
箕
曲
地
域

で
は
一
三
四
五
世
帯
、

二
七
〇
六
人
（
四
月
現

在
）
の
方
が
住
ま
い
さ

れ
て
い
ま
す
。

生
活
の
し
や
す
い
強
み

を
生
か
し
、
持
続
発
展

す
る
地
域
と
な
る
よ
う

皆
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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令和2年度箕曲地域づくり委員会総会決議

箕曲地域の今後の地域開発と、共につくる住み続けたいまちづくり

箕曲地域は四季の移り変わりを感じられる自然豊かな、情緒あふれる田園地域でした。

国道が開通し、沿道にはスーパーマーケットや各種ショップが並び賑やかになりました。

また、名張駅にも近く、鉄道交通の便利さもあり、生活のしやすい地域となりました。

これによりアパート・マンションなどの集合住宅の建設や住宅の分譲により新たに人の転

入が始まりました。各地で人口の激減がみられる中、箕曲地域においてはこれらにより微減

となっています。

しかし旧村落部では少子高齢化が顕著に表れ、限界集落に似て、行事や地域での生活をす

るにも課題が多くなりました。また、児童数も減少し小学校存続の危機を迎えましたが、開

発等の見込みにより、小学校は統合されず、継続することができました。

今後も持続可能な地域として、人々の定着を図るためには、地域ビジョンにあるように

「ず～っと住み続けたい地域」との実感を持てることが必要です。暮らしの中での安心安全

の仕組み、みんなで見守る支える仕組みなどの制度の充実に取り組んでいきます。

これからの地域の土地利用は環境を守りながら、永く住み続けられるように、分譲住宅や

家族向け集合住宅の開発を目指します。また自治会へ加入し、住まいするみんなによる地域

づくり活動への参加を図りながら、共に住みよいまちづくりを進めます。

以上 令和2年度箕曲地域づくり委員会総会において決議する。

令和2年5月

箕曲地域づくり委員会

※この決議は、個人の権利を制限するのではなく、まちづくりのための理解と思いを共有

するものです。

ず
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